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（線量低減シミュレーション肺CT画像における肺結節の検出効率と再現性) 
（論文内容の要旨） 
X線検査、特に Computed tomography（CT）に伴う X線被ばくに対する関心
は高く、被ばく低減は喫緊の課題である。一方で被ばく低減は情報の質の低下











擬された生データから計 3種類のスライス厚 7 mm画像（オリジナル；シミュ






















シミュレーション画像 B（SD 29）では 5mmを超える充実性結節については検
出数、読影結果一致度、読影時間に差がなく、対象とする症例によっては標準
画像を代替できる可能性が示唆された。 
AEC 設定 SD 21 を模擬した画像はオリジナル画像の画像読影結果と読影時間
を再現でき、結節検出の目的では臨床的に標準画像を代替可能であることが示













画像B（SD 29）では、すりガラス状結節と 5 mm未満の充実性結節の検出に差を認めた。




 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、令和元年 7月 1日実施の論文内容とそれに関連した試問を受
け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
